【旅客船の例】
令和　　年　　月　　日

　　四国運輸局長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　事業者名

                          　　　  代表者名                                 　
　　　　　　　　　　　　事故報告書
　令和　　年　　月　　日に発生した弊社の経営する　　　　～　　　　　航路の使用船「　　　　　　　　」の「　　　　　　　　」の事故について、下記のとおり報告します。

記

１．船舶の要目

	船　名


	船　種


	船質


	船舶所有者


	総トン数


	旅客定員


	主機の種類

連続最大出力
	航海速力



	
	
	
	
	
	
	
	


２．乗組員の概要

	職　名
	氏　　名
	生年月日
	住　　　所
	海技免状の種類番号

	船　長
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


３．事故当時の気象・海象状況

    天候　　　　、風向　　　　、風力　　　　、波高　　　　、視程等

４．乗客数及び車両数

　　乗　客　　大人：　　　　　人

　　　　　　　小人：　　　　　人

　　車　両                    両（内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

５．事故の概要（事故内容、船長の措置、救急措置等、関係機関への連絡等）

６．人身、船舶等の被害の状況及び対応

７．事故の原因

８．今後の事故対策

　添付書類　　事故現場位置図
　　　　　　　事故状況略図
【旅客船の例】（記入方法）
令和　　年　　月　　日

　　四国運輸局長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　事業者名

                          　　　  代表者名                                 　
　　　　　　　　　　　　事故報告書
　令和　　年　　月　　日に発生した弊社の経営する　●●　～　●●　航路の使用船　「　●●丸　」の「　▲▲▲　　」の事故について、下記のとおり報告します。

記

１．船舶の要目

	船　名


	船　種


	船質


	船舶所有者


	総トン数


	旅客定員


	主機の種類

連続最大出力
	航海速力



	
	
	
	
	
	
	
	


２．乗組員の概要

	職　名
	氏　　名
	生年月日
	住　　　所
	海技免状の種類番号

	船　長
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


３．事故当時の気象・海象状況

    天候　　　　、風向　　　　、風力　　　　、波高　　　　、視程等

４．乗客数及び車両数

　　乗　客　　大人：　　　　　人

　　　　　　　小人：　　　　　人

　　車　両                    両（内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

５．事故の概要（事故内容、船長の措置、救急措置等、関係機関への連絡等）

　　①　出港地から、事故に至るまでの経緯を記述する。
　　②　事故直前の当直者の行動、相手船の動向、事故時の状況を記述する。
　　③　事故後の船長の措置、救急措置、関係機関（海上保安部等）への連絡について記　　　述する。
６．人身、船舶等の被害の状況及び対応

　　人身の被害　：　事故による人命、怪我等の状況、病院への搬送状況などを記述する。
　　　　　　　　　　（本船乗組員・旅客等、相手船乗組員・旅客等の被害状況）
　　船舶等の被害　：　船舶の損傷状況、浸水状況、積込車両の被害状況などを記述する。　　　　　　　　　　（本船、相手船ともに）
　　対応措置　：　　本船の動向等を記述する。例として、損傷部の調査、修理状況、積　　　　　　　　　荷の措置状況、ドックへの入渠状況などを記述する。
７．事故の原因

　　　会社の中で、「本事故は、何が原因で、なぜ事故が発生したのか？」原因究明を行　　い、その結果明らかになった事故原因を記述する。
９．今後の事故対策

      会社として、今後の事故再発防止のために、具体的にどのような取り組みを行って　　いくのか。その内容を記述する。
　添付書類　　事故現場位置図
　　　　　　　事故状況略図
